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例　　言

1本書は、株式会社安井建設が行う宅地造成事業に伴い、平成14年度に行った曽根城遺跡Ⅲの発掘調査報告書

である。

2　調査委託者　　　株式会社安井建設

3　調査受託者　　　佐久市教育委員会

4　遺跡名及び所在地

曽根城遺跡Ⅲ　（OSJⅢ）

佐久市大字小田井字曽根城

5　調査期間及び面積

曽根城遺跡Ⅲ　　発掘調査　平成14年4月22日～5月9日

面　　積　211m？

整理作業　平成14年5月10日～8月30日

6　発掘作業及び整理作業、本書の編集、執筆は出澤が行った。

7　本書及び曽根城遺跡Ⅲ出土遺物等すべての資料は、佐久市教育委員会の管理下に保管されている。

本調査、また報告書作成にあたりお世話になったすべての方々に、記して感謝の意を表します。

凡　　例

1　遺構の略号は以下の通りである。

竪穴住居址　－H　　掘立柱建物址　－F　　土坑　－D　　ピット　　ーP

2　挿図の縮尺は以下の通りである。

竪穴住居址・堀立柱建物址1／80　土坑1／60　住居址カマド1／40　遺物1／4

上記以外のものについては挿図中に明記した。

3　海抜標高は各遺構ごとに統一し、水糸標高を「標高」として記した。

4　土層・遺物胎土の色調は、1988年度版『新版　標準土色帖』に基づいて記した。

5　写真図版中の遺物の縮尺は概ね挿図と同じである。遺物番号と挿図番号は対応する。

6　挿図中におけるスクリーントーンの表現は、以下の通り。
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第I章　発掘調査の概要

第1節　調査の経緯と経過

曽根城遺跡は佐久市大字小田井地籍に存在する。浅間山麓に広がる浅間火山第一軽石流の厚く堆積する北佐久

平に所在し、火山山麓特有の田切り地形の帯状低地が調査対象地の南北に見られる。周辺の田切りの帯状台地上

には長土呂遺跡群・芝宮遺跡群が、また曽根城遺跡の存在する同台地上には周防畑遺跡群と言った遺跡群があり、

佐久市においても屈指の遺跡密集地域となっている。本遺跡は田切りの帯状台地上に位置しその標高は755m内外

をi則った。

今回株式会社安井建設により宅地造成事業が計画され、試掘調査により計画対象地上において遺跡の存在が確

認された。そして、保護協議の結果、遺跡の破壊を免れない道路部分周辺のみについて、佐久市教育委員会によ

り記録保存を目的とした発掘調査が実施されることとなった。

第1園　曽根城遺跡Ⅲ　位置図（1：5，000・l：50，000）
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第2節　調査体制

平成14年度

◎　発掘調査委託者　佐久市教育委員会

教　育　長　　高柳　　勉

◎　事　　務　　局

教育次長　　　黒沢　俊彦

文化財課長　　嶋崎　節夫

文化財係長　　森角　吉晴

文化財係　　林　幸彦・三石　宗一・須藤　隆司・小林　眞寿・冨沢　一明・上原　学

山本　秀典・出澤　　力

調査主任　　　佐々木宗昭・森泉かよ子

調査副主任　　堺　　益子

調　査　員

荒井ふみ子・碓氷　知子・小幡　弘子・柏木　貞男・相木　三郎・相木　義雄・佐藤　剛

田中　章雄・中島とも子・比田井久美子・細萱ミスズ・武者　幸彦

第3節　調査日誌

平成14年度

4月21日　重機による表土削平。

4月22日　発掘作業開始。機材搬入、テント設営。遺構検出、Hl・2の調査開始。

4月23日　H3・D3・5調査。

4月24日　基準点の杭打ち作業。

4月25日　Dl・H3周辺のピット調査。

4月30日　D4、H2周辺群調査、H2・3調査終了。

5月1日　Hl周辺ピット群調査、D2調査。

5月7日　Hl調査終了。

5月8日　全体写真撮影。機材を撤収し、現場での調査を終了する。

5月9日～8月30日

室内整理作業。図面修正、遺物洗浄・注記・接合作業、遺物実測、報告書版下作成、原稿執筆など

を行い、報告書を刊行する。

－　2　－



第4節　遺跡の自然・歴史的環境

曽根城遺跡Ⅲは佐久市の北部、佐久市小田井地籍に所在する。佐久平の北方は浅間山南麓の末端部にあたり火

山噴出物が厚く堆積しているが、その性格上水による各種作用を受けやすく小河川などによって容易に浸食され、

結果大小さまざまな峡谷や「田切り地形」と呼ばれる火山山麓特有の帯状台地と低地からなる交互地形が形作ら

れた。

本遺跡の周辺では田切りの台地上、またその低地に多くの遺跡の存在を知られている。上信越自動車道、長野

新幹線、流通業務団地造成事業、区画整理事業といった大規模な開発が相次ぎ当地の風景は大きく様変わりした

が、それらに伴う大規模な発掘調査によって、当地周辺に現在の活況にも劣らない佐久有数の大集落の存在する

ことが明らかとなっている。

田切りに挟まれた台地上に展開する遺跡群としては、長土呂遺跡群・芝富遺跡群・周防畑遺跡群・近津遺跡群

などがある。これらを中心にして本遺跡周辺の遺跡分布を以下に示した。

田切り上に展開する遺跡として特に顕著なのは平成元年から7年にかけて発掘調査が行われた長土呂遺跡群聖

原遺跡I・Ⅲ～Ⅵ・Ⅷ・Ⅸである。97，000r正の面積から古墳～平安時代の住居址975軒、掘立柱建物址860軒等と

いう大集落群が確認された。

曽根城遺跡では縄文時代から中酎二かけての遺跡・遺跡群が存在している。過去に曽根城遺跡I・Ⅱの発掘調

査が行われており、Iでは奈良時代住居址1軒、Ⅲでは中世から近世の溝状遺構・柱穴・奈良～平安時代のもの

と思われる大規模な洪水跡が確認されている。
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第2図　曽根城遺跡Ⅲ　周辺遺跡分布図（1：20，000）
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No． 遺　 跡　 名 所　 在　 地 時　　 代 備　　　 考

1 曽根城遺跡

下前田原遺跡群

小田　 字曽根城 縄文～平安 今回調査 ・曽艮城遺跡 I ・Ⅱ　H 4 ・9

2
E∃

小田井字後原他 奈良 ・平安～中世 後原遺跡 （S 57 ）

3
ノ：ヽ

前田遺跡群 小田井字前田他 古墳～中世 前田遺跡 （S 60 ～62 ・H ・12 ）

鋳師屋遺跡 （S 59 ・61 ）
北近津遺跡 （S 46 ）、上宮原遺跡 （H 2 ）
周防畑遺跡 （S 54 ・55 ）、若宮遺跡 （S 58 ・H 7 ）

4 鋳師犀遺跡群 小田井字鋳師屋 古墳～中世

5 近津遺跡群 長土呂字本宮他 弥生～平安

6 周防畑遺跡群 長土呂字周防畑他 縄文～平安
縄文～平安 南近津遺跡 （H 9 ）、辻の前 ・中仲田遺跡 （H ll ・12 ）

芝宮遺跡 （S 54 ・55 ・57 ）、下芝宮遺跡 （S 62 ・63 ・H 1‾）
南上下中原遺跡 （S 63 ・H 5 ）・、高山遺跡 （H 5 ・7 ）
上高山遺跡 （H l ・3 ）、上芝宮遺跡 （H 4 ～9 ）
下曽根遺跡 （H 4 ～12 ）

上山＼⊆巨．

7 芝宮遺跡群 長土呂字北上中原他 弥生～中世

8 長土呂遺跡群 長土呂字隠し他 弥生～平安 聖原遺跡 （H l ～7 ）、下聖痢退跡 （S 63 ・H l ・4 ・11 ）

上聖端遺跡 （S 63 ）、上大林遺跡 （S 63 ）、聖石遺跡 （H 13 ）
　ヽ　　　　也9 栗毛坂遺跡群 小田井字笹沢他 弥生～平安 中曽根遺跡 （H l）、上曽根追跡 （H 2 ）

西曽根遺跡 （H 3 ・5 ・12 ）、前藤部遺跡 （H 5 ・8 ・9 ）
10 跡坂遺跡群 小田井字吸月他 弥生～平安 跡坂遺跡 （H 9 ）

上金井遺跡 （S 62 ）、中金井遺跡 （S 63 ・H l ）11 中金　 遺跡 、 小田　 字西浦也 弥生～、′安

12 曽根城跡 小田井字曽根城 中世

第1表　曽根城遺跡Ⅲ　周辺遺跡一覧表

第5節　基本層序

本遺跡は調査時には近年の削平により表土が

失われており、すでに遺構確認面が露出してい

る状態であった。調査対象地西側に表土からの

様相を確認できる部分が残されていたのでそこ

より基本層序を抽出する。

遺構確認面は耕作土の下、浅間山第一軽石流

（Pl）である。

模式図土説

I層　耕作土

I層　浅間山第一軽石流（Pl）

第6節　検出遺構・遺物の概要

◎遺　構

竪穴住居址（平安時代）

掘立柱建物址

土坑

ピット

軒
　
軒
　
基
　
基

3
　
1
　
3
　
8
5

第3図　曽根城遺跡Ⅲ　土層模式図

◎遺　物

土師器（杯・嚢）・須恵器（杯・高台付杯・嚢）・石製品（砥石）・鉄製品（鉄鉱・刀子・釘）
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第I章　遺構と遺物

第1節　竪穴住居址

1）H1号竪穴住居址（第4・5図、図版一・二・四）

本住居址は調査区う・えー2・3グリッドに位置する○住居址南壁でD1号土坑と、西壁でP3・5・6号ピ

ットと重複し、新旧関係ではD1号土坑の方が新しくピットはいずれも住居址によって切られている。規模は北

壁長335cm、南壁長342cm、東壁長324cm、西壁長338cmで方形を呈する。床面積は10・5m？、カマドを基準とした長

軸方位はN－790－Eで、検出面からの壁高は北壁で33cmを測った。ピットは全てで4基が確認されたが、柱穴と

思われるものは掘り方で周溝の下から確認されたP3・4である○覆土は自然堆積。床面はよく硬化しており、

掘り方は部分的に深く掘り込む部分が認められる。周囲には周溝を認めた。

ヵマドは住居址南東コーナー付近に構築され、規模は焚き口から煙道までの長さ122cm、幅94cmを測る。床を

掘り込み、芯材となる礫を据え粘土を被覆して袖部を構築している。また煙道部に火熱を受けた粘土が残ってお

り煙道にも粘土が用いられていることが分かる。煙道部で確認される礫は天井部の構築材か。

遺物は6点を図示する。図示した物の他には破片資料として土師器杯・須恵器襲、須恵器蓋などが見られた。

1は須恵器杯。底部は回転糸切り痕を残す。2は須恵器高台付杯底部は糸切り後に高台を貼り付ける。

3～5は土師器嚢。4・5は口緑が「コ」の字型に外反する薄手の聾で所謂「武蔵襲」。3は口緑の外反が緩や

か。ともに口緑にヨコナデ、体部外面にはへラケズリ、内面にナデを施し、4・5には輪積み痕が残る。6は鉄

製品で鉄鉄。腸決で茎には棟箆が見られ、それより下の茎部は欠損。

⊆　　且　　旦

繭
A－

標高756．200m
（1：80）

Hl　土説

1褐色土（10yr4／4）　パミス・ローム粒・軽石を多量に含む。

粘性ややあり、しまりあり。

2　にぷい黄褐色土（10yr4／3）ローム粒を多量、パミス・軽石
を少量含む。粘性ややあり、しまりあまりなし。

3　黒褐色土（10yr2／3）パミス・軽石を多量に含む。粘性やや
あり、しまりあまりなし。

4　暗褐色土（10yr3／3）パミス・ローム粒少量、¢1皿以上の
軽石を多量に含む。粘性ややあり、しまりあまりなし。

5　暗褐色土（10yr3／3）パミス・粘土ブロック含む。粘性やや
あり、しまりあまりなし。

6　褐色土（10yr4／4）　パミス・軽石含む、ロームブロック多

量に含む。癌性ややあり、しまりあまりなし。

7　暗褐色土（10yr3／4）パミス・ローム粒・軽石多量に含む。
粘性ややあり、しまりあまりなし。

8　黒褐色土（10yr2／3）パミス・軽石少量含む。粘性ややあり、
しまりあまりなし。

9　灰白色（5y8／1）灰の堆積層。

10　暗褐色土（10yr3／4）周溝部。パミスを含む。粘性ややあり、
しまりあまりなし。

11暗褐色土（10yr3／4）パミス・ローム粒多く、粘土ブロック

少量、炭化物微量含む。粘性・しまりややあり。

12　暗褐色土（10yp3／3）パミス少量、粘土ブロック・炭化物を
含む。粘性ややあり、しまりあまりなし。

13　にぷい黄樺色土（10yr7／4）貼床部。パミス・軽石を多く含
む。しまり強固。

14　浅黄橙色土（10yr8／3）軽石多く含む。しまり強い。

15　にぷい黄樟色土（10yr6／4）軽石、礫多量に含む。しまりあり。
16　褐色土（10yr4／6）　ピット覆土。パミス含み、ロームブロッ

ク多く含む。粘性ややあり、しまりあまりなし。

17　黒褐色土（10yr2／3）パミス多量に含む。しまり、粘性あま
りなし。ピット覆土。

2m

第4図　H1号住居址　実測図
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Hl　カマド土説

1　樺色土（5yr6／8）火床部。軽石を少量含み、焼土を多量に混入する。
2　褐色土（10yr4／4）パミス・ローム粒・焼土粒を少量含む。

3　にぷい黄橙色土（10yr6／4）粘土質土。軽石少量、灰・焼土粒を多量
に含む。しまり強固。

4　にぷい樺色土（7．5yr6／4）粘土質土。しまり強固。
5　灰白色土（7．5yr8／2）袖部。粘土質土。ローム粒を微量に含む。しま

り強固。

6　にぷい責橙色土（10yr5／4）パミス・粘土ブロック・焼土粒多量に含む。
7　褐色土（10yp4／4）粘土ブロック・炭化物を少量含む。
8　暗褐色土（10yp3／4）パミス・ローム粒を多量に混入する。

9　暗褐色土（10yr3／4）炭化物・粘土粒を多く含む。ピット覆土。
10　褐色土（10yr4／6）軽石を少量含む。ピット覆土。

第5図　H1号住居址　カマド実測図　出土遺物

ー∈≡ヲ‾

‾∈∋‾

6

0　　　　（6・1：3）　　10cm

2）H2号竪穴住居址（第6図・図版二・四）

本住居址は調査区こ・さ－5グリッドに位置する。住居址の北側は調査区外のため未調査。規模は南壁長347

cm、東壁長208cm（検出部）、西壁長99cm（検出部）を測り得るのみで、住居址の形態は明らかではない。東壁

を基準とした軸方位はN－10－Eでほぼ真北を示す。検出面からの壁高は南壁で37cmを測った。ピットは3基

を確認し、P3は床下で検出される。覆土は自然堆積、周囲には周溝を認めた。

遺物は8点を図示する。図示した物の他には土師器碗、須恵器蓋などがある。1は土師器杯。底部は回転糸切

り、内面に放射状のミガキと黒色処理が施される。2・3は須恵器杯。ともに底部には回転糸切り痕が認められ、

2には内外面に火熱の痕跡が残り3は焼成が甘い。4は武蔵嚢。口緑部はヨコナデ、体部外面はヘラケズリ、内

面にはナデが施される。5は土師器だが、器種は判然としない。内外面ともにヨコナデ、端部がラッパ状に広が

り、おそらく何らかの器種の脚部に当たる部位のものであると思われる。6は石製品で砥石。7・8は鉄製品。

7は刀子。8は釘。いずれも欠損が激しく、一部分のみの出土。そのほかに、破片資料で墨書土器も認めている。
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墨書土器は、墨書が文字の判別は困難で何が書かれているかは明らかではない。外観写真とともに、赤外線カメ

ラでの映像も図版に示した。

C－　　　　D D－

ン

閻

H2　土説

1　暗褐色土（10yr3／3）パミス・軽石を含む。粘性ややあ

り、しまりあまりなし。

2　暗褐色土（10yr3／4）パミス・ロームブロック・軽石を

多量に含み、黒褐色土ブロックを含む。粘性ややあり、

しまりあまりなし。

3　暗褐色土（10yr3／3）パミスを少量含む。粘性ややあり、

しまりあまりなし。

4　黒褐色土（10yr2／2）ロームブロックを微量に含む。粘

性ややあり、しまりあまりなし。

5　黒褐色土（10yrZ／3）パミス・ロームブロック少量含む。

粘性ややあり、しまりあまりなし。

6　黄褐色土（10yr5／6）貼床部。パミス・黒色土ブロック

を多く含む。しまり強固。

7　褐色土（10yr4／4）　パミス・ロームブロック・軽石を

多量に含む。粘性ややあり、しまりあり。

8　褐色土（10yp4／6）　パミス・ロームブロックを多く含

む。粘性ややあり、しまりあり。

9　黄褐色土（10yr5／8）パミス多く含む。黒色土ブロック

を多量に混入する。

10　暗褐色土（10yr3／3）周溝部。パミスを含む。

11褐色土（10yr4／4）　ローム・パミス含む。ピット覆土。

12　暗褐色土（10yr3／4）柱痕。パミス含む。

13　暗褐色土（10yr3／4）ロームブロックを多く含む。ピット

覆土。

14　暗褐色土（10yr3／3）パミス・軽石・ロームブロックを

多く含む。ピット覆土。

15　暗褐色土（10yr3／3）パミス・軽石・ロームブロックを

多量に含む。しまり・粘性なし。堀り方ピット覆土。

8

甘
。7

－
m
M
Y
II

冒
0　　（6・7・81：3）　10cm

H2号住居址　実測図　出土遺物

3）H3号竪穴住居址（第7図・図版二・四）

本住居址は調査区す・せ－9・10グリッドに位置する。住居址の北西部分は調査区外のため未調査。住居址南

壁でD5号土坑とP85号ピット、東壁でP83・84号ピットとそれぞれ重複し、新旧関係ではいずれも住居址の方

が古い。規模は南壁長258cm（検出部）、東壁長454cm（検出部）を測り得るのみで、住居址の形態は明らかでは

ない。東壁を基準とした軸方位はN－90－Eで真北からやや東を示す。検出面からの壁高は南壁で34cmを測った。

ピットは1基を確認し、柱痕を認めること、その規模、検出位置などから主柱穴のひとつであると思われる。覆

土は自然堆積、周囲には周溝を認めた。
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遺物は4点を図示する。1は土師器杯。内外面にミガキが見られ、内面に黒色処理が施される。2は土師器嚢。

口緑部のみの出土で、口緑は胴部に対してやや大きな角度を持って外反する。口緑にヨコナデ、休部外面にはヘ

ラケズリ、内面にはナデが施される。3は須恵器嚢。ロ緑部のみ破片での出土。2条の沈線で区画された帯状の

部分に波状文が施される。4は鉄製品で刀子の破片である。

H3　土説

1暗褐色土（10yp3／3）パミス・ロームブロック・軽石を多‾量に含む。粘
性ややあり、しまりあまりなし。

2　黒褐色土（10yr2／3）パミス少量含む。しまり・粘性ややあり。柱痕か0

3　褐色土（10yr4／4）　パミス・軽石を多量に含み、ロームブロックを含
む。

4　暗褐色土（10yr3／3）パミス・ロームブロック少墨含む。

5　黒褐色土（10yrZ／3）周満都。バミス、軽石を多く含む。

6　暗褐色土（10yr3／4）鮎床部。バミス・ロームブロック・軽石を含む。
しまりあり。

「

第7図　H3号住居址　実測図　出土遺物

l

二⊂二＝王＝∋；9
1

0　　　　（4・1：3）　　10cm

第2節　堀立柱建物址

1）F1号堀立柱建物址（第8図・回版三・四）

調査区お・か－2・3グリッドにおいて確認された。P14～18・20号ピットが重複し、新旧関係ではP15は本

遺構の方が新しく、P14・16～18・20はピットの方が古い。柱穴の規模は、北西コーナー部分のピットをPlと

して時計回りにナンバーを付けて、Plで径49×深さ22、P258×25、P364×18、P464×21、P551×26、

P650×29である。1間×2間の側柱式であると思われ、規模は桁行461cm、梁間362cmを測った。長軸方位はN

－820－Eを示す。柱痕などは確認されない。出土遺物は皆無だった。
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9　標雪等Om　2p

Fl　士魂

1黒褐色土（10yr2／2）バミス・軽石を微量に含む。

2　黒褐色土（10yr2／3）パミス・軽石を微量に含み、暗褐色土ブロッ
クを混入する。

3　暗褐色土（10yr3／3）パミス微量に含む。

第8図　F1号堀立柱建物址　実測図

第3節　土坑　（第9図、図版三）

曽根城遺跡Ⅲでは土坑が5基確認された。それぞれの規模、形態などについては図中の付表を参考にされた

い。他の遺構との重複関係では、D1号土坑がH1号竪穴住居址の南壁で、D5号土坑がH3号竪穴住居址南壁

でそれぞれ重複する。新旧関係においてはどちらとも住居址より土坑の方が新しく、土坑が住居址を切る形であ

る。

遺物はD2・3・4・5号土坑でそれぞれ確認された。D4号土坑において出土した須恵器の高台付杯を図示

する。そのほかの遺物については全て破片資料での出土であり、図示できるものはない。D2号土坑では土師器

嚢、D3では土師器の杯・嚢、D4では図示した物の他に土師器嚢、D5は土師器嚢・須恵器が出土している。

全て破片での出土であるから、正確な所産時期は不明。D4号土坑出土の高台付杯は佐久地方においては8世紀

初頭～9世紀前半にかけて見られる器種であるが、共伴する土師器片などとも勘案するとおそらく8世紀後菓～

9世紀前半のものであると思われる。
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D1号土坑

④

旦訂旦
756．200m

土筆二一三

D3号土坑

二二㍉二

D1号土坑

検出位置 えー3 グリッド

平面形態 楕　 円　 形

長 軸　長 9　5 cm

短 軸　長 7 0 cm

深　　 さ 4 3 cm

長軸方位 N －750　－W

Dl　土説

1　黒褐色土（10yp2／3）パミス・ロームブロック
・軽石を多量に含む。

2　黒褐色土（10yr3／2）パミスを微量に含む。

D3号土坑

検出位置 け－4 グリッド

平面形態 隅 丸 方 形

長 軸　長 1 2　5 cm

短 軸　長 9　2 cm

深　　 さ 2　2 cm

長軸方位 N －710　－E

755．800m

二二－l三

D5号土坑

〕④
755．500m

二一二一二

第4節　ピット

D3　土説

1　黒褐色土（10yr2／3）パミスを微量、ローム粒
・軽石を少量含む。

2　暗褐色土（10yr3／4）パミスを微量、ロームブ
ロックを含む。

D5号土坑

検出位置 す ・せ－10グリッド

平面形態 楕　 円　 形

長　軸　長 1 3 1 cm

短　軸　長 6　3 cm

深　　 さ 3 4 cm

長軸方位 N －350　－E

D2号土坑

三三三f

D2号土坑

D5　土説

1　暗褐色土（10yr3／3）パミス・粘性の強いロー

ムブロックを多量に混入する。粘性・しまりあ

り。

2　黒褐色土（10yr2／3）パミス・粘性の強いロー

ムブロックを含む。

3　褐色土（10yp4／4）　粘性の強いロームブロッ

クを多量に混入する。粘性強い。しまりあり。

D2　土説

1　暗褐色士（10yr3／4）パミ
ス・軽石を含み、ロームブ

ロックを多量に混入する。
2　暗褐色土（10yr3／3）ロー

ムブロック・軽石を含む。

3　黒褐色土（10yr2／3）パミ
ス・ロームブロックを微量
に含む。

4　褐色土（10yr4／6）地山ロ
ーム塊。

検 出位 置 え ー 3 グ リッ ド

平 面形 態 楕　 円　 形

長　 軸　 長 1 0　0 cm

短 軸　 長 7 4 cm

深　　 さ 6　5 cm

長 軸方 位 N － 8 40　－ E

D4号土坑

土／二二　三

D4　土説

1　暗褐色土（10yr3／3）パミス・軽石を微量含み、灰を少
量混入する。

D4号土坑

検出位置 け－5 グリッド

平面形態 隅丸長方形

長 軸　長 1 9　8 cm

短 軸　長 5　7 cm

深　　 さ 3 1cm

長軸方位 N －780　－E

閻4＿1
第9図　Dl～D5号土坑　実測図

0（Dl～D5・1：60）1．5m

曽根城遺跡Ⅲでは、合計して85基のピットが確認された。H1号竪穴住居址の西側と、H2号竪穴住居址の周

辺に集中して認められる。出土した遺物に図化できるものはなく、規模などについては一覧表に示した。
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曽根城遺跡Ⅱ　出土遺構一覧表

曽根城遺跡Ⅱ　住居址一覧表

遺構名 形態
規　 模 （正 ・cm） 主軸方位 カマド 柱　 穴 床の状態 備　　　 考

面積 北壁 両壁 東壁 西壁 深さ

H l 方形 10．5 335 342 324 338 33 N －790－E 南東コーナー 2 全体的に硬質 重複P 3 ，5 ，6→H l→D l．（旧→新）

H 2 （方形） － － 347 （208） （99） 37 N －1。－E － － 全体的に硬質

H 3 － － － （258） （454） － 34 N －90－E － （1） 全体的に硬質 重複H 3→D 5 ，P 83 ～85

曽根城遺跡Ⅱ　堀立柱建物祉一覧表

遺構名 様　 式
規　　　　　 模 柱穴規模 （cn〒）

長軸方位
桁行×梁間（間） 桁行×梁間（cm） 桁行柱間（cm） 梁間柱間（cm） 面　 積（cn〒） 径 深　 さ

F l 側柱式 2 ×1 461×362 116～169 152～158 16．7 64～49 18～29 N －820－E

曽根城遺跡Ⅲ　土杭一覧表

遺構名 検出位置 平面形態
規　　 模（cm） 長軸方位 備　　　　　 考

長軸長 短軸長 深さ

D l えー3 楕　 円　 形 95 70 43 N －750－W 土師器杯 ・賓破片出土。

D 2 えー3 楕　 円　 形 100 74 65 N －840－E 土師器嚢 ・須恵器蓋 ・杯破片出土。

D 3 け－5 隅 丸 方 形 125 92 22 N －710－E

D 4 け－4 隅丸長方形 198 57 31 N －780－E 土師器嚢破片、須恵器高台付杯出土。

D 5 す－10 楕　 円　 形 131 63 34 N －35。－E 土師器嚢破片出土。

曽根城遺跡Ⅲ　ピット一覧表

N o．
検出位置

（グリッド）

規　 模 （cm）
覆　　　　　　　　　　　　　　 土 備　　　　　　 考

径 深さ

1 うー 3 55 4 3 暗褐色 土 （10 yr3／3） パミス含み、軽石多量に含む。

2 つ ・えー 3 60 14 褐色 土 （1 0yr4／4）　 パミス含み、軽石多量に含む。

3 えー 2 50 14 暗褐色 土 （10 y r3／3） パミス含み、ロームブロック少量含 む。 H l と重複。

4 えー 3 32 7 黒褐 色土 （10 yr 2／3） パミス・軽石含む。

5 えー 3
－

30 褐色 土 （1 0yr4／3）　 パミス・軽石少量含む。 H l と重複。

6 えー 3 60 13 黒褐 色土 （10 yr 2／3） パミス・軽石多量に含む。 H l と重複。

7 えー 3 80×4 7 4 9 暗褐 色土 （10 yr3／3） パミス・ロームブロック・軽石多量に含む。

8 え ・お－ 3 55 50 黒褐 色土 （10 yr2／3） パミス微量に含む。 柱痕あり（10y r3／4）。土師器嚢破片出土。

9 えー 4 33 5 8 黒褐 色土 （10 yr2／3） パミス・ロームブロック・軽石含む。

1 0 え ・お－ 4 65 54 黒褐 色土 （10 yr2／3） パミス・ロームブロック・軽石含む。 土師器嚢・須恵器杯破片 出土。

1 1 お－ 4 54 5 3 黒褐色 土 （10 yr2／3） パミス・ロームブロック・軽石含む。

1 2 お－ 4 80×6 2 18 褐色 土 （10 yr4／3）　 パミス少量含む。

1 3 お－ 4 42 4 1 暗褐 色土 （10 yr3／3） パミス・ロームブロック含 む。

14 お－ 2 ・3 78×5 8 2 7 黒褐色 土 （10 yr2／3） パミス微量に含む。 F l と重複。

1 5 お－ 2 ・3 48 3 0 暗褐色 土 （10 yr3／4） パミス・ロームブロック・軽石多く含む。 F ‘1 と重複。

1 6 か－ 2 ・3 55 5 4 黒褐 色土 （10 yr2／3） パミス微量に含む。 土師器襲破片出土。＿F l と重複 。

17 お－ 3 89×4 7 5 1 暗褐色 土 （10 yr3／4） パミス・軽石多量に含む。 土師器破片・須恵器杯破片 出土 。F l と重複。

18 お－ 3 96×5 1 5 1 暗褐色 土 （10 yr3／4） パミス・軽石多量に含む。 須恵器杯・襲破片 出土。F l と重複。

19 お－ 3 73×5 7 3 4 暗褐色 土 （10 yr3／4） パミス・軽石含む。 土師器襲・須恵器杯破片 出土 。

20 お ・か－ 3 75×6 1 2 8 暗褐色 土 （10 yr3／3） パミス・ロームブロック含 む。 F l と重複。

2 1 お－ 3 4 8 2 0 暗褐色 土 （10 yr3／3）・パミス・軽石含む。

22 お－ 3 32 11 黒褐色 土 （10 yr2／3） パミス微量に含む。

23 お－ 3 33 16 暗褐色 土 （10 yr3／3） パミス少量含む。

24 か－ 3 4 0 2 0 暗褐色 土 （10 yr3／3） パミス・軽石少量含む。

25 か－ 3 4 2 18 黒褐色土 （10 yr2／2） パミス微量に含む。

26 か－ 3 5 0 2 9 暗褐色 土 （10 yr3／3） パミス・ロームブロック多量 に含む。

27 き－ 3 3 0 3 2 黒褐色 土 （10 yr2／3） パミス微量に含む。

28 き－ 3 4 1 3 3 暗褐色 土 （10 yr3／3） パミス少量含む。

29 き－ 3 2 8 15 暗褐色土 （10 yr3／4） パミス・軽石少量含む。

30 き－ 3 ・4 63×5 0 4 5 黒褐色土 （10 yr2／3） パミス微量に含む。

31 か－ 4 5 0 2 0 暗褐色土 （10 yr3／4） ローム・軽石多量に混入。

32 か－ 4 3 8 3 4 黒褐色土 （10 yr2／3） パミス・軽石多量に含む。

33 か－ 4 4 6×2 9 12 黒褐色土 （10 yr2／3） パミス多量、ロームブロック含む。

34 お ・か－ 4 6 0 4 0 黒褐色土 （10 yr2／3） パミス多量に含む。

35 お－ 4 3 7 10 暗褐色土 （10 yr3／4） パミス・軽石少量含む。

36 か－ 4 3 5 2 2 暗褐色土 （10 yr3／4） ローム・軽石多量に混入。

3 7 き－ 5 60×4 5 2 0 黒褐色土 （10 yr2／3） パミス微量に含む。

3 8 く－ 4 2 8 2 5 暗褐色土 （10 yr3／3） パミス微 量に含む。 土師器・須恵器嚢破片 出土 。

3 9 く－ 5 4 0 2 9 黒褐色土 （10 yr2／3） パミス・ロームブロック・軽石含む。

4 0 く ・け－ 4 6 0×4 8 3 5 暗褐色土 （10y r3／3） パミス微 量に含む。
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N o．
検 出位 置

（グリッド）

規　 模 （cm ）
覆　　　　　　　　　　　　　　　 土 備　　　　　　 考

径 深 さ

4 1 け－ 4 5 3 19 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス微量に含 む。

4 2 け－ 5 2 8 15 暗褐色土 （10 yr3／ 3 ） 軽石を少量含む。

4 3 け－ 5 2 9 16 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） 軽石を多量に含む。

4 4 け－ 6 6 6×49 10 暗褐色土 （10y r3／ 4 ） 軽石を多量に含む。

4 5 け ・こ－ 6 4 3 2 2 黒褐色土 （10 yr2／ 3 ） パミス微量、軽石を多量に含む。

4 6 こ－ 5 4 6×26 19 褐色土 （10 yr4／ 4 ）　 軽石多量に含む。

4 7 こ－ 6 2 4 9 暗褐色土 （10y r3／ 3 ） パミス・ロームブロック・軽石多量に含む。

4 8 こ－ 6 5 8 4 2 暗褐色土 （10y r3／ 3 ） 軽石を少量含む。

4 9 こ－ 6 7 3 4 0 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） 軽石を多量に含む。 土 師器賓 出土。

5 0 こ－ 6 4 9 3 4 暗褐色土 （10y r3／ 3 ） パミス・ロームブロック・軽石多量に含む。 土 師器破片 出土。

5 1 こ－ 6 2 5 18 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス微量に含む。

5 2 こ－ 6 37 3 3 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス微量に含む。 土 師器破片出土。

5 3 ．こ－ 6 48 18 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス微量に含む。

54 こ－ 6 6 0×47 4 8 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス・軽石を含む。 土 師器破片出土。

5 5 こ－ 6 40 14 黒褐色土 （10y r2／ 2 ） パミス・ロームブロック・軽石を少量含む。

5 6 こ－ 6 60 14 暗褐色土 （10y r3／ 3 ） パミス・軽石を含む。

5 7 こ－ 6 38 3 5 黒褐色土 （10y r2／ 2 ） パミス微量、ロームブロック少量を含む。

58 さ－ 6 75 4 7 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス・ロームブロック・軽石を多量に含む。

59 さ－ 6 28 1 1 黒褐色土 （10y r2／ 2 ） パミス・軽石を少量含む。

60 さ－ 6 69 2 6 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス・ローム含む。

6 1 さ－6 57 44 暗褐色土 （10y r3／ 4 ） パミス・ロームブロック多量に含む。 柱痕あり（10y r3／ 3 ）。土師器嚢・須恵器破 片出土 。

62 さ－6 47 47 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミスを少量含む。

63 さ－6 75 ×60 27 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミスを少量含む。

64 さ－6 64 22 暗褐色土 （10y r3／ 3 ） パミスを含む。

65 さ－6 48 32 暗褐色土 （10y r3／ 4 ） パミスを含む。

66 し－5 72 ×55 2 1 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミスを微 量含む。

67 し・－5 ・6 54 35 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス・ロームブロックを含む。 土 師器破片出土。

68 さ－ 6 53 49 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス・ロームブロックを微量含む。 土 師器破片出土。

69 さ－ 6 78 ×54 29 暗褐色土 （10y r3／ 3 ） パミス・ロームブロックを含む。

70 し－ 6 62 65 暗褐色土 （10y r3／ 4 ） パミス・ロームブロック多量 に含む。 土師器 ・須恵器嚢破片 出土。

71 し一 6 40 26 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミスを微量含 む。

72 さ－ 6 50 ×37 40 黒褐色土 （10y r2／ 2 ） パミス微量、ロームブロック少量含む。 土師器襲破片田土。

73 し－ 6 67 72 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミスを微量 含む。 土師器破片出土。

74 し－ 6 86 13 暗褐色土 （10y r3／ 3 ） パミス・軽石少量含む。

75 さ－ 7 38 35 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） ロームブロック少量を含む。 土師器杯破片出土。

76 さ－ 7 45 25 黒褐色土 （10yr 2／ 3 ） ロームブロック少量を含む。 土師器襲破片出土。

77 し－I7 79 ×5 4 59 黒褐色土 （10y r2／ 3 ） パミス・ロームブロック少量を含む。 土師器襲破片出土。

78 し－ 7 59 23 暗褐色土 （10yr3 ／ 3） パミス・ロームブロック・軽石を含む。 土師器賓破片出土。

79 し－ 6 36 28 暗褐色土 （10y r3 ／ 3） パミス・軽石を少量含む。

8 0 し－ 7 55 2 1 暗褐色土 （10y r3 ／ 3） パミス・軽石を少量含む。

8 1 し－ 7 34 30 黒褐色土 （1 0yr2 ／ 2 ） パミスを微量 に含む。

8 2 し－ 7 64 30 黒褐色土 （1 0yr2 ／ 3 ） ロームブロック・軽石を含む。 土師器杯・嚢破片 出土。

8 3 す－ 9 50 ×7 0 30 暗褐色土 （1 0yr3 ／ 3） パミス・ロームブロック・軽 石を多量 に含む。 土師器杯・嚢破片 出土。H 3 と重 複。

8 4 す －10 60 ×4 8 38 暗褐色土 （1 0yr3 ／ 3） パミス・ロームブロック・軽 石を多量 に含む。 土師器破片出土。H 3 と重複。

8 5 せ－10 5 5 25 黒褐色土 （1 0yr2 ／ 3） パミスを少量含む。 土師器破片出土。H 3 と重複。

曽根城遺跡Ⅱ　出土遺物観察表

遺構名 No． 器　 種 器　 形
計測値 （cm ・g ） 調　 整 ・成　 形

備　　 考
口径 （長）底径 （幅）器高 （厚） 重　 量 外　　 面 内　　 面

H l 1 須　 恵　 器 杯 1 3．0 5 ．7 3 ．1 底部右 回転 糸切 り 内外面 に火樺 。

2 高台付杯 1 5．2 8 ．2 6 ．8 底部 回転 糸切 り後高 台付

3 土　 師　 器 嚢 1 9．8
－

（17 ．7 ） 口緑 ヨコナデ ・体部 へラケズ リ 体部へ ラナデ 輪積痕残 る。

4 襲 2 0．0 －
（11 ．8 ） 口縁 ヨコナデ ・体部 へラケズ リ 休部へ ラナデ

5 襲 18 ．6 －
（7 ．3 ） 口縁 ヨコナデ ・体部 へラケズリ 体部へ ラナデ 輪積痕残 る。

6 鉄　 製　 品 鉄　 鉄 （6．8 ） 3．9 0 ．8 2 2 ．5

H 2 1 土　 師　 器 杯 12 ．2 5．0 3 ．4 底部右 回転糸切 り ミガキ ・黒色処理

2 須　 恵　 器 杯 14 ．2 5．0 4 ．1 底部右 回転糸切 り

3 杯 13 ．2 5．8 4 ．1 底部右 回転糸切 り 焼成甘い。

4 土　 師　 器 襲 20 ．2 －
（6 ．0 ） 口縁 ヨコナデ ・体部へ ラケズリ 休部へ ラナデ

5 不　 明
－ 9．0 （2 ．3 ） 脚部。

6 石　 製　 品 砥　 石 9．2 8．5 3 ．5 38 9．5 6

7 鉄　 製　 品 刀　 子 （3．9 ） 1．0 0 ．5 5 ．02

8 釘 （4．8 ） 0．6 0 ．6 4 ．40

9 土　 師　 器 杯 （墨書） － － －
破片資料。墨書 を認める。

H 3 1 土　 師　 器 杯 15 ．2 － （4．5 ） ミガキ ミガキ ・黒色処理

2 嚢 27 ．6 － （4 ．0 ） 口縁 ヨコナデ ・体部へ ラケズリ

3 須　 恵　 器 嚢
－ － －

4 鉄　 製　 品 刀　 子 （5 ．1） 0．7 0．4 3 ．4 0

D 4 1 須　 恵　 品 高台付杯 9 ．8 6．0 4．5 底部回転糸切 り後高台付
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第Ⅱ章　まとめ

今回調査された遺構について、その出土土器から各遺構の所産時期を明らかにしたいと思う。

H1号住居址では、須恵器杯、高台付杯、土師器嚢などが確認され、須恵器杯は底部に回転糸切り痕が残るも

の、高台付杯は杯部がまっすぐに立ち上がり身が深い。土師器嚢は薄手の嚢で、出土する口縁部は緩やかにくの

字に外反するものとコの字に外反するものが見られる。これらかH1号住居址は8世紀後葉の所産と考えられる。

H2号住居址からは須恵器杯、土師器杯・碗・嚢などが出土した。須恵器杯は口緑部が外反し、底部に糸切り

痕を残す9世紀前半に主体となる器形の特徴を持つ。土師器椀や、はっきりとしたコの字口緑を持つ武蔵嚢の存

在、ロクロ嚢の不在などからも9世紀前半の所産と想定する。

H3号住居址はくの字に大きく外反する厚手の土師器嚢の破片、薄手の土師器襲破片が共伴する。土師器杯は

口緑部が内反し、内外面にミガキを認めるものが出土している。本住居址は8世紀前葉の所産と考えられる。

土坑については、D2・3・5号土坑の出土遺物は破片資料のみのため正確な時期を知り得ることは出来ない。

ただし、各土坑において認められる土師器嚢は、胴部が比較的厚手で、Hl・2号住居址から出土する薄手の土

師器嚢より古式の特徴を示す。D4号土坑はHl・2号住居址がそれぞれ存在したと思われる8世紀後葉から9

世紀前半に当たるものである。

ピットは、H1号住居址に切られるピットが見られる様に、Hl・2号住居址に先行するピット群が認められ

る。ピットからの出土遺物は全て破片資料のためそれによって時期を断定することは出来ないが、P54・68・72

・73・75・78・78・82と言ったピットから出土した土器はその他のピットや、Hl・2から出土したものと比し

てより時期的に古い土器の特徴を持っていた。従って、ピット群にはHl・2に先行して存在したものと、それ

よりも時期的に新しいもの、最低2グループが存在することになる。

参考文献

1989　『根岸遺跡』

1989　『前田遺跡』

1998　『曽根城遺跡Ⅱ』

1999　『西一本柳遺跡Ⅲ・Ⅳ』

2001『上芝宮遺跡Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ　下曽根遺跡Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ』
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調査区東側

（南東より）
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H1号住居址（西より） H1号住居址　カマド（西より）
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H1号住居址　掘り方（西より）
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Hl号住居址　カマド掘り方（西より）

車H2号住居址（南より）

H3号住居址　掘り方

（東より）

車H3号住居址（東より）
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